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特集号 

   ドローン講習に使える凄い

助成金があるんだって。聞いたこ

とあるかも、それ詳しく教えて？ 

■当講習のモデルケース ⇒ 

実質負担約４万円で資格取得可能 

■期間限定の助成金 ⇒令和８年度

迄。利用するなら今のうちです！ 

  どうすればもらえるの？ 

■詳しく教えて。実質助成率が 84％？ 

■申込みの資格要件は厳しいの？ 

■手続きが面倒で難しそう。助けてくれる？ 

 

 厚生労働省

 

（事業者）ドローン操縦士の国家資格制度ができたので、うちも社員に

資格を取らせようと思うの。でも、講習費用ってすごく高いわよね？ 

（MSG ドローンスクール）中小企業事業者にお得な助成金があります。

令和８年度で終了する期間限定の助成金で、厚生労働省の『人材開

発支援助成金（事業展開等リスキリング支援コース）』のことです。 

 

『人材開発支援助成金（事業

展開等リスキリング支援コー

ス）』は、令和８年度までの期

間限定の助成金制度です。 

MSGドローンスクールの「二等

無人航空機操縦士講習」は、

この助成金の適用対象です。 

セットでの講習申込みを歓迎・

お手伝いします。 
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  どういう助成金なの？ 

◼ 人材開発支援助成金（事業展開等リスキリング支援コース）は、令和４年～令和８年度の期間限定の

助成金として創設されました。この助成金は、新規事業の立ち上げなどの事業展開等に伴い、事業者が雇用

する労働者に対して新たな分野で必要となる知識及び技能を習得させるための訓練を計画に沿って実施した

場合等に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を助成する制度です。あと 2年余りで終わる制度ですの

で、利用するなら今のうちです。 

 

◼ MSG ドローンスクールの「二等無人航空機操縦士講習（初学者コース）」は本助成金の適用対象です。

実務的には、講習開始日の１か月前までに、労働局助成金センターに計画届（様式第 1-1号）等を提

出する必要があります。助成金セットで講習を受けたいお客様、お手伝いします。先ずは私どもに電話/メール等

でお問い合わせください。一度話を聞いてから講習を受講するかどうかをご検討いただくのがいいと思います。 

  どれくらいお得なの？ 

当スクールの例でご説明いたします。 

  

当スクールは国土交通省の登録講習機関で、当スクールの「無人航空機操縦者講習」修了者は、技能証明取

得のための実地試験が免除になります。 

講習には幾つかコースがありますが、モデルケースの「二等（初学者コース、基本+目視外）」で、講習費用は税

込 239,800円です。技能証明（国家資格）は、①実地講習、②学科試験、③身体検査に合格した後に、

国交省に技能証明発行を申請します。 そして、これらにかかる費用全てが助成金の対象です。一旦は事業者が

全額を支払いますが、費用総額 256,800円の 75％相当（申請事業者が中小企業の場合）が経費助成と

して後日事業者さまに戻ってきます。 その際、1時間当たり 960円の賃金助成も加算されますので、モデルケ

ースでは助成金の総額は 217,500円になります。 つまり、事業主さまの実質的な負担は、社員お一人につき

39,300円で済み、実質の助成率は 84％超にもなります。如何ですか、お得でしょう？ 

私どもは、主に企業・団体・組合さまから、複数の社員さまを対象に団体講習を承ることが多いのですが、この助成

金を使うと、社員 2名に二等技能証明を取得させた場合の実質負担額は約 8万円ですし、5名でも実質のご負

担 20万円以下で技能証明の取得経費が賄えます。 
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  支給要件は厳しい？ 

雇用保険適用事業所の事業主であることと、対象労働者が雇用保険被保険者であれば基本的に問題ありません。従って、

事業主企業の取締役の方は助成対象とはなりません。具体的な資格要件は以下の通りです： 

□申請事業主（助成金を受給しようとされる方）は、雇用保険適用事業所の事業主であること 

□対象労働者（研修を受講する方）は、申請事業主が設置する雇用保険適用事業所の雇用保険被保険者であること 

□申請事業主は、研修や人事の担当課長等を職業能力開発推進者として選任していること（職業能力開発推進者を選

任していない場合は、計画届を提出する日までに選任してください） 

□申請事業主は、事業内職業能力開発計画を策定し、雇用する労働者に周知していること（事業内職業開発計画を策

定・周知していない場合は、計画届を提出する日までに策定・周知してください） 

さらに、この助成金コースは、「申請事業主が業務命令で対象労働者に訓練を受講させる」訓練に該当しますので、上記に加

えて以下の要件を満たす必要があります。 

□訓練開始日（講習開始日のことです）の１か月前までに計画届を労働局（助成金センター）に提出すること 

□申請事業主が訓練期間中も対象労働者に適正に賃金を支払うこと 

□申請事業主が支給申請日までに訓練経費を全額負担すること 

□対象労働者の職務に直接関連する訓練であること 

□訓練時間数が 10時間以上の訓練であること 

□①OFF-JT を行うこと 又は②OFF-JT と OJT を組み合わせた訓練を行うこと 

如何ですか？お客様のお会社は資格要件を満たしていますか？少しわかりにくいかもしれませんね。でも心配いりません。私た

ち（MSG ドローンスクール）が申請をお手伝いしますので、先ずはお気軽にご相談・問い合わせください。 

詳しくお知りになりたい方は、厚生労働省の HP からパンフレットを入手しご確認ください。（URL です↓） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/001245344.pdf   

 

  書類作成や手続きが面倒そう。。。。手伝ってもらえるの？ 

1人で手続き一切をやるとなると、初めての方はどこから手を付けていいか少し戸惑うかもしれませんね。でも大丈夫、安心してく

ださい。実績豊富な私たちが丁寧にお手伝いします。 

書類を提出する労働局助成金センターのアドバイザー、相談員の方もとても親切です。 

手続きや提出書類についてのリーフレットを次ページに載せていますのでご参照ください。 

講習開始日の 1 か月前には最初の書類提出がありますので、何より大事なことは先ず私どもにお問い合わせいただくことです。 

遠慮、心配はご無用、MSG ドローンスクールは、令和 6年だけでも 30件以上のお客様のお手伝いをしてきました。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/001245344.pdf
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〒880-0802 宮崎県宮崎市別府町 4-19   

☏080-3683-1850（担当：谷口）   

https://www.msg-drone.jp/    

✉ info@msg-drone.jp 

   

 
 

 

https://www.msg-drone.jp/

